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　最近、美容界でご活躍中の佐伯チズさんが巻頭インタビューに掲載されていた、フリーペーパー
をご覧になられた方はいらっしゃいますか？ 私がこの記事の中でハッとしたのは、「患者は “患” の
字が表すとおり、“心に串がささった状態” にある」と書かれていた一文でした。チズさん曰く、「患
者さんの心にささった串を抜いてあげるのが、介護をする人の役目だと思う」。
　42 歳のとき、最愛のご主人に余命 3 か月という宣告がくだされ、続くようにお祖母さま、二人
のお母さまと、これまでに 4 人の方を見送ったといいます。ご主人の闘病生活を支え、お祖母さま
方の介護を経験し、“手のぬくもり” による触れ合いが、いかに大切かを教えられたそうです。現在
の仕事でも、美容の患者さんの “心の串” を抜いてあげるために、気持ちを込めて肌に触れている
というチズさん。
　確かに、医療では解決できない “心の串” を抜くことができるのは、相手の気持ちを心から察す
ることのできる身近な人であり、そこに “信頼関係” があるからこそ、その痛みを和らげてあげる
ことができるのでしょう。
　
　介護の現場で、私はこうしたシーンをたくさん見てきました。それらはとてもさりげなく行われ
ています。何気なく声をかけ、何気なく触れることで、プロの介護人たちは、「熱はないか」「水分
は足りているか」「呼吸は安定しているか」などを見抜いていきます。その温もりを、恐らくお年寄
りたちは “安心感” として受け取っているのでしょう。
　そこには「しなくてはならない義務」ではなく、「してもらうべき権利」でもなく、心のかよった “信
頼関係” が生まれています。こうした関係が築けると、騒いだり、暴れていた認知症の人でさえも、
落ち着いた生活が送れるようになるのです。まさに、「認知症は精神疾患である」という先生方がい
うように、認知症の人の “心の串” は薬ではなく、人の “心” と “手” によって抜きとることができ
るのです。
　「手当て」という言葉の意味も、こうしたプロの介護人から学びました。声をかけ、気持ちを込め
て手を当てることで、人の心は癒され、痛みを和らげることもできるのです。転んで膝を擦りむい
た子供に、「痛いの、痛いの、飛んでいけ～！」という親の行為も、効果のある手当てなのだそうです。

　私が介護の記事を書くようになったのは、十数年
前に訪問介護をしていたホームヘルパーさんに同行
する機会があり、そのヘルパーさんから出ていた
オーラに引き寄せられたことがきっかけでした。あ
のときのオーラは、まさに患者さんに声をかけ、手
を当て、手当てをしていたその姿にありました。
　その後「介護保険制度」が施行され、多くの人た
ちが介護の仕事に就くようになりました。資格をと
る、保険点数をとることが第一にあり、オーラを放っ
ていたあのヘルパーさんのような気持ちのある人が
どのくらいいるのか？　介護職に就くためには、何
かしらの資格が必要です。ある程度の筆記試験は必
要だと思いますが、「手当てのできる人」であるか
どうかも、ぜひ見極めていただきたいと願います。
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